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番号 事業名 会計 款 項 目 説明事業

B28
スタートアップ！卵肉いいとこどり開発事業 畜産振興費 畜産経営改善対策費

宣言項目 09 儲かる農業の推進 2

分野施策 040937 強みを生かした収益力ある農業の確立 2-3,2-4

１　事業概要 ５　事業説明

２　事業主体及び負担区分

３　地方財政措置の状況

　　なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員

予算額

財　　源　　内　　訳

一般財源

決定額 7,317 7,317 7,317

前年額 0 0

令和 3年度予算見積調書
課室名:

担当名:

内線: (単位：千円)

一般会
計

農林水
産業費

畜産業
費

事 業
期 間

令和 3年度～ 根 拠
法 令

養鶏振興法第18条 SDGsｺﾞｰﾙ

令和 7年度 SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

　加工業務用需要の減少による全国的な卵価低迷が続く
中、特徴ある鶏卵による販売力を強化するため、本県種
鶏を活用したブランド採卵鶏を開発し養鶏振興を図る。
　また、農業高校と連携し彩の国地鶏タマシャモ原種鶏
の分散飼育を行い、鳥インフルエンザ発生時のリスクを
回避する。

（１）卵肉いいとこどり開発研究事業　　6,875千円
（２）卵肉いいとこどり供給販売推進事業 　86千円
（３）農業高校連携推進事業　　　　　　　356千円

（１）事業内容
　　　県内養鶏農家の約８割の中小規模農家は、鶏卵を直接販売（庭先販売）しており、収益性の向上を図るためには、
　　他との差別化が得られる特色のある採卵鶏の開発が求められている。そこで、彩の国地鶏タマシャモの種鶏を基に、
　　採卵性に優れ、鶏肉としても利用価値のある本県独自のブランド採卵鶏を開発する。
　　　また、農業高校と連携し、鳥インフルエンザ発生のリスク回避のためのタマシャモ原種鶏の分散飼育を行い、タマ
　　シャモの維持を図る。

　　　ア　卵肉いいとこどり開発研究事業　　　6,875千円
　　　　　県の技術・種鶏を活用したブランド採卵鶏の開発
　　　イ　卵肉いいとこどり供給販売推進事業　 　86千円
　　　　　卵肉いいとこどりの供給販売方法の検討
　　　ウ　農業高校連携推進事業　　　　　　　　356千円
　　　　　農業高校におけるタマシャモ原種鶏の分散飼育

（２）事業計画
　　　令和3年度～　卵肉いいとこどり開発研究、供給販売方法の検討、タマシャモ原種鶏分散飼育、機械整備

（３）事業効果
　　　卵・肉ともに利用可能な本県独自のブランド採卵鶏を開発し、他との差別化ができる高付加価値畜産物として活用
　　されることで農家の収益性の向上が図られる。
　　　さらに、分散飼育によって鳥インフルエンザからの危機回避が図られる。

（４）県民・民間活力、職員のマンパワー、他団体との連携状況
　　　埼玉県養鶏協会と連携し、卵肉兼用ブランド鶏の生産拡大を推進する。
　　　また、農業高校と連携してタマシャモの維持を行う。

（１）（県10/10）
（２）（県10/10）
（３）（県10/10）

　　9,500千円×0.3人＝2,850千円

前年との
対比

― 農林部 B28 ―
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